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研究成果の概要（和文）：近年，教育分野における情報通信技術の利活用が推進され，様々な情報通信技術が教育現場
で使われるようになってきているが，一般の映像提示装置は基本的にRGBの三原色であり，我々が見ている色彩と必ず
しも一致しない．また，立体提示も教育には重要な要素である．そこで本研究では，６原色表示より現実世界の色彩情
報に近い映像を提示でき，かつ立体視が可能な多原色立体提示システムの開発を行った．具体的には，プロジェクタに
装着する光学フィルタを設計，試作し，従来のRGB三原色よりも色再現が良い分光情報を入力とする立体映像提示シス
テムを構築することができた．

研究成果の概要（英文）：In recent years, a device that can present a three dimensional image is becoming 
inexpensive. We can enjoy a three dimensional image at home. However, an accurate color reproduction is 
difficult because of the insufficient color gamut by RGB primary colors. Previously, studies of the 
multi-primary color display device has been carried out, but there is less research dealing with the 
color reproduction and stereoscopic image at the same time. Therefore, if it is possible to make a simple 
system using general 3D projectors and filters, we can display educational visual contents using the 3D 
display system with wide color gamut effectively.
This research proposed a method for expanding the color gamut of a three dimensional image by projection 
of the multi primary color more than RGB 3 bands using two 3D projectors with different spectral 
characteristics.
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様 式

１．研究開始当初の背景
教育分野における情報通信技術の利活用

が推進され，様々な情報通信技術が教育現場
で使われている．特に映像提示装置は，
コンテンツの表示に

映像提示システムとしては，平成
３Ｄテレビ元年と言われるように，家電メー
カ各社から立体表示可能なテレビやパソコ
ンが売り出され，これまでＶＲ研究などの一
部の限られた用途から一般家庭に普及し始
めた．また，シャープ株式会社は
にこれまでの
RGBY
用いた液晶テレビの販売を始めた
三原色に黄色を加えることで，テレビで表現
できる色域を広げより自然な色の再現が可
能になっている．

立体表示技術に関しては，偏光眼鏡方式や
液晶シャッタ眼鏡方式など様々な方式が実
用化され
れている．一方，多原色表示技術は放送・通
信機構（現情報通信研究機構）
あったナチュラルビジョン・プロジェクトに
おいて研究
が盛んになったが
どなく，現在は研究がほとんどされていない．

一方，
れている．色や形を正確に提示できる映像シ
ステムがあれば，様々な教育分野での応用が
可能である．例えば玉虫やモルフォ蝶などは，
羽が特殊な構造をしており，構造色が観察さ
れる．しかし，二次元的な表現では繊細な色
の変化を表現する事は難しく，また，通常の
RGB
らに，絵画のデジタルコンテンツにしても
再現が重要であり，やはり
表現する事はできない．このように，色や形
を正確に再現できる映像提示システムを教
育現場で利用できれば，理科や美術などの教
科において効果的な教育が可能になる．

 
２．研究の目的

教育分野における情報通信技術の利活用
が推進され，様々な情報通信技術が教育現場
で使われるようになってきている．特に映像
提示装置は，計算機の操作画面としてだけで
はなく，映像コンテンツの表示にも不可欠で
ある．しかしながら，一般の映像提示装置は
基本的に
いる色彩と必ずしも一致しない．

また，立体
教育に重要な要素である．
て，色再現，ダイナミックレンジ，分解能な
どまだ
い特性があるが，本研究では色再現と立体視
を取り上げ，
彩情報に近い映像を提示でき，
視が可能な
きる多元色立体提示システム
とする．
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３．研

多元色立体提示システム
に，提案
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更することで６バンドの多原色表示を実現
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タの設計
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の色の分光特性を光学フィルタによって変
化させ，色再現域を広げる．そのため，最
適なフィルタの分光透過特性の設計が重要
となる．設計においてはできるだけシンプ
ルな波形特性を考えることとした．まず，
プロジェクタの分光特性を計測し，シミュ
レーションによって設計を行った．その後，
実際にフィルタを試作し評価した．
 
(2)
時間表示のための処理方法の検討
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報を適切に変換する必要がある．理論上は，
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することで求められるはずであるが，再現精
度に応じて変換手法を検討する必要がある．
また，動画像への適用を考えた場合，効率の
良い変換方法が必要となる．本研究では，行
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色の再現を行う．本研究で使用した
ジェクタ
解像度は
タの分光特性を，分光放射輝度計
で計測し，フィルタの設計及び色再現の精度
評価を行った．
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